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（２）省エネ対策について 

2018 年度から始まった既存住宅省エ

ネ改修費補助は、初年度は 1000 万円の

予算額で107件の補助でしたが、2021年

度は 60 件の見込みで予算額は 450 万円

と減額されています。2021 年度の実績

は 56 件の補助となっていますが、予算

枠でしか対応しないため、募集は4月 23

日に始まり、6 月 11 日に予算枠がいっ

ぱいになったため募集を停止している

のが実情です。 

県民からの申請も多く、省エネ対策と

して効果のある事業ですので、予算枠で

募集を打ち切るという運用を改めて、対

象となる家屋にはいつでも申請を受け

付け、必要があれば予算の増額をして取

り組むことが必要ではないでしようか。 

2022 年度の地方財政計画では、公共

施設の脱炭素化の取組等の推進が位置

づけられ、事業費 1000 億円が計上され

ています。このような政府の事業を活用

して、県の公共施設の省エネ化に取り組

む必要があると思います。 

そこで、知事に伺います。省エネ対策

を進める上で、既存住宅省エネ改修費補

助を増額し、運用の見直しを行うことが

必要と思いますが、見解を伺います。 

また、国が財政措置をする公共施設の

脱炭素化の事業費を活用した事業展開

に向けてどのように取り組むのか、見解

を伺います。 

また、来年度予算にはどのように反映

させたのか、見解を伺います。 
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